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原爆の投下された地で式典に参列 

様々なことを感じて欲しい 
～今年で 10 年目！広島平和記念式典小中学生派遣事業～ 

 

【事業主旨】 

平成 21 年 4 月 1 日に世界平和の実現を強く希求して「核兵器廃絶平和都市宣言」を制

定し、同年 9 月に平和首長会議に加盟しました。 

磐田市の平和事業は、都市宣言を制定する以前より継続して実施しており、広島・長崎被

爆指針パネル展等を通じて市民の皆さんに核兵器の恐ろしさ、平和の尊さを訴え続けていま

す。 

平成 22 年度から、毎年 8 月 6 日に開催される広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念

式に多感な年齢である中学生を、平成 25 年度からは小学生も加え派遣しています。 

今年度も、未来を担う子どもたちに原爆の投下された地で式典に参列することにより、

様々なものを感じてもらうと同時に、平和への思いを継承してもらいたいと考えています。

また、昨年同様、市内小中学生に折り紙で折り鶴を折ってもらい、学校ごとに千羽鶴にして

広島平和記念公園内などに奉納する計画です。 

 

【今年度の内容】 

参加者：児童生徒３3 人（市内小学校児童 22 人・中学校生徒 11 人） 

事務局 10 人（市長・教育長・議会の代表及び事務局 7 人） 

 

結団式 日時：令和元年 7 月 29 日 19 時～  

場所：磐田市役所本庁舎 4 階大会議室 

参加者：参加者及び保護者 

 

解団式 日時：令和元年 8 月 6 日 17 時 30 分頃～（到着し次第） 

    場所：磐田市役所本庁舎 4 階大会議室 

    参加者：参加者及び保護者 

   

【実績】 

令和元年度で 10 年目 

平成 22 年度から中学生派遣、25 年度からは小学生も派遣 

 

【過去の感想】中学生 

  「本当に平和を願うならば核兵器をなくすべきだと思う」 

  「戦争を経験していないなら関係ないとは思わずに、平和な世界を目指すために自分た

ちがその役割をはたさなければいけないと感じました」 

  「一面焼け野原だった広島をここまで発展させた人々の心と力の強さを感じた」 

 



【過去の感想】小学生 

「式典で命を失った人達へ黙とうしました。平和のために自分にできることをしてい

きます」 

「磐田市を助け合いながらがんばることができる市にしていきたいです」 

   「みんなで協力して戦争を起こさないようにしていきたい」 

   「自分が生きていることの素晴らしさや生きたいという気持ちを知ることができた」 

   「当たり前だと思っている日常は実は当たり前ではないことがわかった」 

 

【今後の取り組み】 

8 月 9 日 ラジオ出演：中学生・小学生各１人がラジオに出演し体験談を語る 

8 月 15 日 磐田市平和祈念式に中学生代表者が平和記念式典等の感想を含めた「平和

への想い」を発表する。 

   

 

 

【問い合わせ】  総務部総務課   TEL0538-37-4803                


